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１ 全体評価       

 

公立大学法人熊本県立大学は、第３期中期目標期間（平成３０年４月１日～令和６

年３月３１日）の４年が経過したところであるが、・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・しており、現時点においては、第３期中期目標・中期計画の達成が

見込まれる。 

 

【大学の教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための取組】 

・教育については、・・・（主な内容を記載） 

 

・研究については、・・・（主な内容を記載） 

 

 ・地域貢献については、・・・（主な内容を記載） 

 

・国際交流については、・・・（主な内容を記載） 

 

【業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための取組】 

業務運営の改善及び効率化については、・・・（主な成果を記載） 

 

【財務内容の改善に関する目標を達成するための取組】 

財務内容の改善については、・・・（主な成果を記載） 

 

【自己点検・評価及び情報提供に関する目標を達成するための取組】 

自己点検・評価及び情報提供については、・・・（主な成果を記載） 

 

【その他業務運営に関する目標を達成するための取組】 

その他業務運営については、・・・（主な成果を記載） 

 

 

 

「全体評価」を記入 
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２ 項目別評価 

 

（１）「大学の教育研究等の質の向上」 

① 教 育 ←中項目 

評価 ２：中期目標・中期計画の達成が見込まれる。 

 

（評価委員会コメント） 

 ※コメント内容としては 

・個別項目の概況 

  ・継続・発展を期待する事項 

・改善が求められる事項   …で構成 

 

 

検証指標１ 国による高大接続改革を踏まえた入試改革の実施（R2 年度まで） 

H30（2018） R1（2019） R2（2020） R3（2021） R4（2022）見込 R5（2023）見込 

・入試改革に係る

変更について予
告公表（11 月） 

・改正概要予告 

（5 月） 

・予告変更 

（12 月） 

・実施方針策定 

（5 月） 

・新型コロナウイ

ルス感染拡大を
受けて必要な対
策を盛り込み改

正（8 月） 

   

 
 

検証指標２ 受入れ留学生数 30 名（R2～R5 年度平均） ※H29 年度実績：25 名 

H30（2018） R1（2019） R2（2020） R3（2021） R4（2022）見込 R5（2023）見込 

35 名 20 名 13 名 
   

 
・ 
・ 
・ 

 

※ 以降、中項目の「研究」、「地域貢献」、「国際交流」も同様に記載する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

「項目別評価」を記入 
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（２）「業務運営の改善・効率化」←大項目 

 

評価 ２：中期目標・中期計画の達成が見込まれる。 

 

（評価委員会コメント） 

 

 

 

 

 

検証指標３５ 教職員を対象とした SD の実施回数 3 回以上（中期計画期間平均） 

H30（2018） R1（2019） R2（2020） R3（2021） R4（2022）見込 R5（2023）見込 

3 回 6 回 11 回    

 

検証指標３６ 個人評価の実施 2 年に 1 回（中期計画期間） 

H30（2018） R1（2019） R2（2020） R3（2021） R4（2022）見込 R5（2023）見込 

個人評価実施  個人評価実施    

 

・ 

・ 

・ 

 

※ 以降、大項目の「財務内容の改善」、「自己点検・評価及び情報提供」、「その

他業務運営」についても同様に記載する。 


